
ＳＤＧｓ未来都市等の選定結果
及び今後の取組について
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ＳＤＧｓ未来都市等選定都市所在地

北海道・東北地⽅
2023年度︓１都市（１）
2022年度︓３都市（１）
2021年度︓４都市（１）
2020年度︓４都市（１）
2019年度︓２都市（１）
2018年度︓７都市（２）

関東地⽅
2023年度︓７都市（３）
2022年度︓５都市（２）
2021年度︓７都市（２）
2020年度︓３都市（１）
2019年度︓６都市（１）
2018年度︓４都市（３）

中国・四国地⽅
2023年度︓５都市（１）
2022年度︓４都市（１）
2021年度︓２都市（１）
2020年度︓５都市（２）
2019年度︓３都市（１）
2018年度︓５都市（１）

九州・沖縄地⽅
2023年度︓５都市（１）
2022年度︓５都市（２）
2021年度︓３都市（２）
2020年度︓５都市（１）
2019年度︓６都市（３）
2018年度︓３都市（３）

近畿地⽅
2023年度︓５都市（１）
2022年度︓４都市（２）
2021年度︓５都市（１）
2020年度︓６都市（３）
2019年度︓６都市（１）
2018年度︓２都市（０）

北陸地⽅
2023年度︓４都市（３）
2022年度︓４都市（１）
2021年度︓２都市（１）
2020年度︓３都市（１）
2019年度︓５都市（３）
2018年度︓３都市（１）

中部地⽅
2023年度︓１都市（０）
2022年度︓５都市（１）
2021年度︓８都市（２）
2020年度︓７都市（１）
2019年度︓３都市（０）
2018年度︓５都市（０）※（）内は⾃治体ＳＤＧｓモデル事業都市数

灰⾊︓2023年度
紫⾊︓2022年度
桃⾊︓2021年度
橙⾊︓2020年度
緑⾊︓2019年度
⻘⾊︓2018年度
※都道府県が選定されている場合は全域を着⾊
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ＳＤＧｓ未来都市等選定都市所在地（北海道・東北）

北海道・東北地⽅

北海道札幌市
北海道ニセコ町

秋⽥県仙北市
秋⽥県⼤仙市

宮城県東松島市
宮城県⼤崎市

⼭形県飯豊町
⼭形県⻑井市

北海道上⼠幌町

岩⼿県岩⼿町
岩⼿県⼀関市
岩⼿県陸前⾼⽥市

宮城県⽯巻市
宮城県仙台市

⼭形県鶴岡市

⼭形県⽶沢市

福島県郡⼭市
福島県福島市

北海道
北海道下川町

⻘森県弘前市

灰⾊︓2023年度
紫⾊︓2022年度
桃⾊︓2021年度
橙⾊︓2020年度
緑⾊︓2019年度
⻘⾊︓2018年度
※都道府県が選定されている場合は全域を着⾊



ＳＤＧｓ未来都市等選定都市所在地（関東）

茨城県つくば市

栃⽊県宇都宮市

群⾺県みなかみ町
群⾺県

埼⽟県 茨城県境町

千葉県市原市

埼⽟県春⽇部市

千葉県松⼾市

東京都⾜⽴区

埼⽟県さいたま市 東京都板橋区

東京都豊島区

東京都⽇野市

埼⽟県⼊間市
埼⽟県⼾⽥市

東京都江⼾川区
東京都墨⽥区

神奈川県川崎市
神奈川県横浜市
神奈川県鎌倉市

神奈川県相模原市

神奈川県⼩⽥原市
神奈川県松⽥町

神奈川県

埼⽟県鴻巣市

千葉県⽊更津市

⼭梨県

群⾺県桐⽣市
埼⽟県深⾕市

東京都東村⼭市 東京都⼤⽥区

関東地⽅
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灰⾊︓2023年度
紫⾊︓2022年度
桃⾊︓2021年度
橙⾊︓2020年度
緑⾊︓2019年度
⻘⾊︓2018年度
※都道府県が選定されている場合は全域を着⾊
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ＳＤＧｓ未来都市等選定都市所在地（北陸）

北陸地⽅

⽯川県珠洲市

新潟県佐渡市 新潟県新潟市

新潟県⾒附市

新潟県妙⾼市

福井県

富⼭県
富⼭県富⼭市

富⼭県南砺市

⽯川県⾦沢市

⽯川県⽩⼭市

⽯川県能美市

⽯川県⼩松市

⽯川県加賀市

新潟県

福井県鯖江市

⽯川県輪島市

福井県⼤野市

⽯川県野々市市

⽯川県七尾市

富⼭県氷⾒市

灰⾊︓2023年度
紫⾊︓2022年度
桃⾊︓2021年度
橙⾊︓2020年度
緑⾊︓2019年度
⻘⾊︓2018年度
※都道府県が選定されている場合は全域を着⾊
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ＳＤＧｓ未来都市等選定都市所在地（中部）

中部地⽅

⻑野県

⻑野県⻑野市

⻑野県⼤町市

⻑野県上⽥市

⻑野県伊那市

⻑野県根⽻村

静岡県御殿場市

岐⾩県恵那市

愛知県安城市

静岡県富⼠宮市

愛知県知⽴市

愛知県⼩牧市

岐⾩県⾼⼭市

岐⾩県美濃加茂市

岐⾩県岐⾩市

静岡県富⼠市

静岡県静岡市

静岡県掛川市

静岡県浜松市

愛知県豊橋市
愛知県豊⽥市
愛知県岡崎市

三重県志摩市
三重県

愛知県

愛知県名古屋市

三重県いなべ市

岐⾩県 ⻑野県松本市

灰⾊︓2023年度
紫⾊︓2022年度
桃⾊︓2021年度
橙⾊︓2020年度
緑⾊︓2019年度
⻘⾊︓2018年度
※都道府県が選定されている場合は全域を着⾊
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ＳＤＧｓ未来都市等選定都市所在地（近畿）

近畿地⽅

兵庫県姫路市
滋賀県湖南市
滋賀県

奈良県⽣駒市
奈良県三郷町
奈良県広陵町
奈良県⼗津川村

和歌⼭県和歌⼭市

⼤阪府富⽥林市
⼤阪府堺市

⼤阪府・⼤阪市

兵庫県明⽯市

兵庫県⻄脇市

京都府京丹後市

⼤阪府能勢町

京都府舞鶴市

京都府京都市
京都府⻲岡市

⼤阪府阪南市

兵庫県加⻄市

兵庫県多可町

和歌⼭県⽥辺市

⼤阪府豊中市

兵庫県

兵庫県三⽊市

兵庫県加古川市

兵庫県三⽥市
京都府宮津市

灰⾊︓2023年度
紫⾊︓2022年度
桃⾊︓2021年度
橙⾊︓2020年度
緑⾊︓2019年度
⻘⾊︓2018年度
※都道府県が選定されている場合は全域を着⾊



ＳＤＧｓ未来都市等選定都市所在地（中国・四国）

中国・四国地⽅

岡⼭県真庭市

⿃取県⿃取市

⿃取県智頭町

⿃取県

岡⼭県⻄粟倉村

岡⼭県岡⼭市

⿃取県⽇南町

岡⼭県倉敷市

広島県

広島県東広島市

⼭⼝県宇部市

愛媛県松⼭市
愛媛県⻄条市

⾹川県三豊市

徳島県徳島市

⾼知県⼟佐町

徳島県美波町

愛媛県新居浜市

徳島県上勝町

⿃取県⼋頭町

岡⼭県備前市

島根県松江市

広島県福⼭市

愛媛県四国中央市
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灰⾊︓2023年度
紫⾊︓2022年度
桃⾊︓2021年度
橙⾊︓2020年度
緑⾊︓2019年度
⻘⾊︓2018年度
※都道府県が選定されている場合は全域を着⾊
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ＳＤＧｓ未来都市等選定都市所在地（九州・沖縄）

九州・沖縄地⽅

福岡県北九州市

福岡県宗像市
福岡県福津市⻑崎県壱岐市

⻑崎県対⾺市

福岡県直⽅市
福岡県⼤牟⽥市

熊本県⼩国町
熊本県菊池市

熊本県熊本市
熊本県南阿蘇村

熊本県⼭都町
熊本県上天草市

熊本県⼋代市
熊本県⽔俣市

⿅児島県⼤崎町
⿅児島県⿅児島市

⿅児島県薩摩川内市

⿅児島県徳之島町

沖縄県
沖縄県恩納村
沖縄県⽯垣市

佐賀県⿅島市

⿅児島県出⽔市

宮崎県延岡市

福岡県⽷島市

⿅児島県奄美市

灰⾊︓2023年度
紫⾊︓2022年度
桃⾊︓2021年度
橙⾊︓2020年度
緑⾊︓2019年度
⻘⾊︓2018年度
※都道府県が選定されている場合は全域を着⾊



累計
ＳＤＧｓ未来都市 182都市（183⾃治体）
⾃治体ＳＤＧｓモデル事業 60都市
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2018年選定（全29都市）

都道府県 選定都市名

北海道

★北海道

札幌市

ニセコ町

下川町

宮城県 東松島市

秋⽥県 仙北市

⼭形県 飯豊町

茨城県 つくば市

神奈川県

★神奈川県

横浜市

鎌倉市

富⼭県 富⼭市

⽯川県
珠洲市

⽩⼭市

⻑野県 ★⻑野県

静岡県
静岡市

浜松市

愛知県 豊⽥市

三重県 志摩市

⼤阪府 堺市

奈良県 ⼗津川村

岡⼭県
岡⼭市

真庭市

広島県 ★広島県

⼭⼝県 宇部市

徳島県 上勝町

福岡県 北九州市

⻑崎県 壱岐市

熊本県 ⼩国町

2019年選定（全31都市）

都道府県 選定都市名

岩⼿県 陸前⾼⽥市

福島県 郡⼭市

栃⽊県 宇都宮市

群⾺県 みなかみ町

埼⽟県 さいたま市

東京都 ⽇野市

神奈川県
川崎市

⼩⽥原市

新潟県 ⾒附市

富⼭県
★富⼭県

南砺市

⽯川県 ⼩松市

福井県 鯖江市

愛知県

★愛知県

名古屋市

豊橋市

滋賀県 ★滋賀県

京都府 舞鶴市

奈良県

⽣駒市

三郷町

広陵町

和歌⼭県 和歌⼭市

⿃取県
智頭町

⽇南町

岡⼭県 ⻄粟倉村

福岡県
⼤牟⽥市

福津市

熊本県 熊本市

⿅児島県
⼤崎町

徳之島町

沖縄県 恩納村

2020年選定（全33都市）

都道府県 選定都市名

岩⼿県 岩⼿町

宮城県
仙台市

⽯巻市

⼭形県 鶴岡市

埼⽟県 春⽇部市

東京都 豊島区

神奈川県 相模原市

⽯川県

⾦沢市

加賀市

能美市

⻑野県 ⼤町市

岐⾩県 ★岐⾩県

静岡県
富⼠市

掛川市

愛知県 岡崎市

三重県
★三重県

いなべ市

滋賀県 湖南市

京都府 ⻲岡市

⼤阪府

★⼤阪府・⼤阪市

豊中市

富⽥林市

兵庫県 明⽯市

岡⼭県 倉敷市

広島県 東広島市

⾹川県 三豊市

愛媛県 松⼭市

⾼知県 ⼟佐町

福岡県 宗像市

⻑崎県 対⾺市

熊本県 ⽔俣市

⿅児島県 ⿅児島市

沖縄県 ⽯垣市

2021年選定（全31都市）

都道府県 選定都市名

北海道 上⼠幌町

岩⼿県 ⼀関市

⼭形県 ⽶沢市

福島県 福島市

茨城県 境町

群⾺県 ★群⾺県

埼⽟県 ★埼⽟県

千葉県 市原市

東京都
墨⽥区

江⼾川区

神奈川県 松⽥町

新潟県 妙⾼市

福井県 ★福井県

⻑野県
⻑野市

伊那市

岐⾩県

岐⾩市

⾼⼭市

美濃加茂市

静岡県 富⼠宮市

愛知県
⼩牧市

知⽴市

京都府
京都市

京丹後市

⼤阪府 能勢町

兵庫県
姫路市

⻄脇市

⿃取県 ⿃取市

愛媛県 ⻄条市

熊本県
菊池市

⼭都町

沖縄県 ★沖縄県

2022年選定（全30都市）

都道府県 選定都市名

宮城県 ⼤崎市

秋⽥県 ⼤仙市

⼭形県 ⻑井市

埼⽟県
⼾⽥市

⼊間市

千葉県 松⼾市

東京都
板橋区

⾜⽴区

新潟県

★新潟県

新潟市

佐渡市

⽯川県 輪島市

⻑野県
上⽥市

根⽻村

岐⾩県 恵那市

静岡県 御殿場市

愛知県 安城市

⼤阪府 阪南市

兵庫県
加⻄市

多可町

和歌⼭県 ⽥辺市

⿃取県 ★⿃取県

徳島県
徳島市

美波町

愛媛県 新居浜市

福岡県 直⽅市

熊本県

⼋代市

上天草市

南阿蘇村

⿅児島県 薩摩川内市

※各年度都道府県・市区町村コード順
※⻩⾊網掛けは「⾃治体SDGsモデル事業」選定⾃治体
（新潟県佐渡市の「⾃治体SDGsモデル事業」選定は2023年度）
※★はSDGs未来都市のうち都道府県

2023年選定（全28都市）

都道府県 選定都市名

⻘森県 弘前市
群⾺県 桐⽣市

埼⽟県
鴻巣市

深⾕市
千葉県 ⽊更津市

東京都
⼤⽥区

東村⼭市
富⼭県 氷⾒市

⽯川県
七尾市

野々市市
福井県 ⼤野市
⼭梨県 ★⼭梨県
⻑野県 松本市
京都府 宮津市

兵庫県

★兵庫県

加古川市

三⽊市

三⽥市
⿃取県 ⼋頭町
島根県 松江市
岡⼭県 備前市
広島県 福⼭市
愛媛県 四国中央市
福岡県 ⽷島市
佐賀県 ⿅島市
宮崎県 延岡市

⿅児島県
出⽔市

奄美市

ＳＤＧｓ未来都市等選定都市⼀覧 別紙4



⾃治体SDGsモデル事業名：SDGsで未来につなぐ「⽇本⼀のりんご産地」実現プロジェクト 提案者名：⻘森県弘前市
取組内容の概要：弘前市は、先⼈たちのたゆまぬ努⼒と受け継がれてきた栽培技術で「⽇本⼀のりんご産地」を築いてきた。担い
⼿が減り遊休農地も広がる今こそ、⾰新的なりんご⽣産に取り組み、農業⽣産性及び農業所得を向上させ、更には環境負荷の低減
にも挑戦することで「⽇本⼀のりんご産地」そして「地球」の両⽅を持続可能なものとする。

2023年度⾃治体SDGsモデル事業提案概要（提案様式３）

経済

①-1 AI・データを活⽤した「りんご
DX」の実装・普及展開

①-2 ⾼密植栽培等「省⼒樹形栽培」
の普及促進

①-3 内臓脂肪を減らす「機能性表⽰
⾷品」としてのりんごブランド化

①-4 台湾・⾹港等海外への販路拡⼤
の強化

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ

新技術導⼊

付加価値創造

流通

社会

現場改善

⼈材育成

農地継承

健康増進

②-1「トヨタ式カイゼン」指導により⼥性にも
選ばれる職業を⽬指す働き⽅改⾰の推進

②-2 初⼼者向けからスキルアップまでの
階層別のりんご⼈材育成

②-3 園地継承円滑化システムによる
後継者不在園地の継承

②-4 農家の健康増進に向けたQOL健診
の普及展開

【経済⾯の相乗効果】
DXやスマート農業導⼊を契機
とした環境に優しい農業に取
り組む農家の増加

【環境⾯の相乗効果】
環境に優しい農産物の⽣産・
販売による農業産出額の拡⼤

【環境⾯の相乗効果】
環境に優しい農業の普及及び
周知による農業⼈材の裾野の
拡⼤

【社会⾯の相乗効果】
意欲的な担い⼿の育成による
担い⼿への農地集積及び遊休
農地の発⽣防⽌と再⽣

【経済⾯の相乗効果】
労働⽣産性向上、りんご収穫
量増加及び⽣産者の農業所得
向上による担い⼿の増加

環境

③-1「無煙炭化器」導⼊による剪定枝
バイオ炭の農地投⼊実証研究

③-2 ジュース⼯場から出る搾汁残渣等
を活⽤したバイオガス発電

③-3 温暖化に対応した⽣産技術等の
研究

③-4 産学官連携による剪定枝を原料
とした商品開発

ｶー ﾎ゙ ﾝﾆｭー ﾄﾗﾙ

エネルギー

気候変動

循環型産業

効率⽣産・脱炭素への挑戦
「りんご産業変⾰」事業

①-1「りんごDX」導⼊加速化事業
②-1 りんご産業「トヨタ式カイゼン」事業
③-1 剪定枝バイオ炭実証研究事業
③-2 搾汁残渣等エネルギー化システム構築事業

課題…⽇本⼀のりんご産業の⽣産⼒・販売⼒の強化 課題…⽇本⼀のりんご産業を守る担い⼿の確保

課題…りんご産業における環境負荷の低減

【社会⾯の相乗効果】
現場改善による⽣産コスト削
減、収益性向上及び農業産出
額の拡⼤



自治体SDGsモデル事業名：多様な主体との連携による、持続的なイノベーションモデルの構築 提案者名：東京都大田区

取組内容の概要：区内企業の「稼ぐ力」の強化や区民のQOL向上につながるイノベーション創出を強力に推進するため、区外の企業や人材
を含む新たな連携創出や最先端技術・エネルギーの活用を推進する。合わせて創造的な力を育む新教科創設など次代の担い手を育成し、
将来にわたってイノベーションが起こり続ける持続可能なまちを実現する。

2023年度自治体SDGsモデル事業提案概要（提案様式３）

経済 環境

おおたの未来創造プロジェクト
〜⽻⽥からつくる・つなぐ・はばたく〜

三側⾯をつなぐ統合的取組

社会

• 産業成⻑や区⺠のQOL向上につな
がる新たなイノベーションの創出

• 区内企業の「稼ぐ⼒」の強化、⼈材
不⾜への対応

取
組

• デジタル受発注プラットフォームによる
全国の中⼩製造業の連携強化

• 5G等の新技術の活⽤
• 六郷BASEを通じた創業⽀援
• SDGs副業⼈材による稼ぐ⼒の強化

• 産業成⻑と2050年カーボンニュート
ラルに向けた取組の両⽴

• ⽔素利活⽤の推進
• ALLおおたで挑む脱炭素社会の実現

(区⺠運動おおたクールアクション)
• 次世代の環境教育の強化

つ
く
る

つ
な
ぐ

は
ば
た
く

 HANEDA GLOBAL WINGSで
新産業をつくる

 HANEDA GLOBAL WINGSで
新産業をつくる

 ⼤⽥区公⺠連携SDGsプラット
フォームで企業同⼠をつなぐ

 ⾷品ロス削減を通じて⼈と⼈をつなぐ

 ⼤⽥区公⺠連携SDGsプラット
フォームで企業同⼠をつなぐ

 ⾷品ロス削減を通じて⼈と⼈をつなぐ

 STEAM教育で未来を
はばたく⼈材が⽣まれる

 STEAM教育で未来を
はばたく⼈材が⽣まれる

創造的に⽣きる⼒を兼ね
備えた次代の⼈材の育成

環境改善につながる新製品・サービスの創出

将来の環境問題の解決・
改善の担い⼿の輩出

⾷料をはじめとする
必要な⽀援の提供

将来の区内産業・イノベー
ションの担い⼿の輩出

廃棄コストの削減や企業価値の向上

• 区内産業やイノベーションの担い⼿の持続的な創出
• 将来にわたってまちの活⼒を維持するための環境整備

課
題

• 次代を担うものづくり⼈材の育成
• ご近所さんを活⽤した0歳児養育家庭への訪問⽀援
• 新たな国際教育の推進（OGCの導⼊）

取
組

取
組

課
題 課

題

⾦融
機関 ⼤⽥区 ⼤学区内

事業者 区⺠区外
事業者



自治体SDGsモデル事業名：
ワンランク上のベッドタウン〜SDGsで笑顔つながるプロジェクト〜 提案者名：東京都 東村山市

取組内容の概要：ワンランク上のベッドタウンを目指すカギとして、特に女性活躍推進に取り組む。時間と空間にとらわれない「子育てデジタ
ルワンストップサービス」で子育て支援や社会復帰の促進を行うとともに、地域事業者の意識改革、職場改革を進める。また、豊かなみどり
を拠点として人とのつながりを創出し、互いに支え合える共生社会をつくる。

●東村山駅前広場、高架下の魅力化
・マーケットイベント「そらいち東村山」

●地域産業をリードする女性活躍
人材の育成

・女性創業塾による起業創業者の輩出
・女性デジタル人材の育成（リスキリング）
・中小企業の職場環境の改善

（人材育成と働く環境の両面から支援）

●民間活力による公園の魅力化
・包括指定管理者制度による公園施設の整備と維持管理
・Park-PFIを活用した稼げる公園の整備（萩山公園整備事業）

●都市農業の活性化と地産地消の推進
・援農ボランティア育成事業 ・チャレンジ農業支援事業
・市民農園、体験農園の開設支援事業
・アプリによる直売所の利用促進、飲食店とのマッチング

課題 ・魅力の乏しい駅周辺施設
・地域産業の縮小

課題 ・公園の老朽化、市民ニーズとのミスマッチ

・都市農業、農地の縮小

●デジタルワンストップサービスによる
子育てしやすい環境づくり

・市民ポータルによる個別サービスの提供
・就労支援事業による女性のキャリアアップ

●デジタル地域ポイント（行政ポイント）
による地域活動参加の促進

・市民参加の促進と地域経済の活性化

●SDGsアイデアコンテストの実施

課題 ・子育て世帯の時間の不足
・地域コミュニティの希薄化

女性の社会進出
行政ポイントによる地域経済の活性化

多様な人が活躍できる市場の創出

環境

経済 社会

・公園を拠点としたにぎわいの創出
・地産地消による地域経済の活性化

オープンイノベーションと担い手育成
による環境面の事業参入の促進

農を通じた地域コミュニティの活性化
環境に配慮したライフスタイルへの転換

デジタル化に伴う環境負荷の軽減

オープンラボを通じた
産官学金連携プロジェクト

三側⾯をつなぐ統合的取組

子育てワンストップサービスを
活用した情報集約と発信

オープンラボを
通じた各分野

の取組み

行政ポイントに
よる市民参加

の促進

データ分析
効果測定 笑顔つながる好循環

活動参加

プッシュ
通知



佐渡金山 日本ジオパーク 世界農業遺産

佐渡の豊かな自然・歴史・文化

安全で快適な島の魅力、交流人口、観光客増

若者UIターン増、地域の賑わい

環境

自治体SDGsモデル事業名：ローカルSDGs佐渡島 推進事業 提案者名：新潟県佐渡市

取組内容の概要：
脱炭素社会・資源循環型社会・自然共生社会の実現に向け、世界に誇れる佐渡島の金山、特別天然記念物トキとの共生、先人から受け

継がれてきた歴史・文化を活かし、島内外の多様な人々が参画するプラットフォームで地域課題の解決に資する様々なプロジェクトを共創・
展開し、環境、経済、社会の三側面の向上を目指す。

2023年度自治体SDGsモデル事業提案概要（提案様式３）

さど官民連携共創プラットフォーム事業
～市民とともに学び構想し実践する 佐渡島自然共生ラボ～

三側面をつなぐ統合的取組

生物多様性の保全と農林水産振興の両立
化石燃料依存からの脱却

地域経済の内部循環・活性化
観光地として選ばれ続ける島づくり

経済
市民のQuality Of Lifeの向上
未来をつくるキャリア教育と歴史文化の継承

社会

再エネと防災の両立による安全快適なまち

島の環境を大切にする市民意識の芽生え

環境の島ブランディングによる交流人口増

再エネ・省エネ産業創出によるCO2排出削減

移住

起業

観光

Ｄ Ｘ

教育

文化

生物多様性

再エネ

ライフスタイル変革

お試し住宅、特定地域づくり事業協
同組合等、暮らすと働くを一体支援

ビジネスコンテスト等の起業支援

トキ、金山、自然、文化をまるごと
活かしたサステナブル観光

防災、子育て、行政サービス等のＤＸ

子どもたちの佐渡式会社運営体験を通
した郷土愛、情報化社会を生き抜く力

ICTを活用した島の魅力の発信

島の脱炭素と防災レジリエンス強化に向けて公共施設に太陽光発電設備の導入

3Rの推進、食品残渣の堆肥化等の有機資源循環の推進

朱鷺と暮らす郷づくり認証米、食育、循環型林業、ブルーカーボンの推進
生物多様性の保全と農林水産振興の両立

トキ 鬼太鼓

当市独自のSDGs18番目のゴールとして

歴史・文化の継承に取組む

進捗評価体制・効果検証

自発的自治体
レビュー（VLR）

COP１５
での発信

世界首長誓約
への署名

新国民運動官民連携
協議会への参画

イクレイ
への加盟

ネイチャー
ポジティブ宣言

産業連関表による
波及効果分析



自治体SDGsモデル事業名：
市民のリスキリングによるサステナブルスキル育成を促すオープンバッジ制度

提案者名：野々市市

取組内容の概要：
市⺠⼀⼈ひとりのSDGsに関するスキルや経験を⾒える化する「オープンバッジ制度」を導⼊することで、市内での取り組みを推
進しながら市⺠⼀⼈ひとりの持続可能な社会の実現に対する意識を向上させ、若者を中⼼とした市⺠が⼀体となってまちづくりを
⾏う社会の実現を⽬指す。

2023年度自治体SDGsモデル事業提案概要（提案様式３）

●SDGsの取り組みの事業を生み出す
企業・組織・団体向けワークショップ
の実施

●白山手取川流域SDGs認定制度を
活用した企業間マッチングの促進

●環境意識向上のための市民・企業向け環境ワークショップの実施
●実践者による活動の効果測定のためのモニタリングの実施
●再生可能エネルギー導入施設・企業の見学会の実施

野々市市の課題
・新たな産業の創出
・地域内外の企業と連携した事業創出

野々市市の課題
・他自治体との連携による

脱炭素・循環型社会の実現
・市民の環境意識の醸成

サステナブルでウェルビーイングな
野々市市の実現を支える市民協
働による野々市中央公園周辺地

域のCoデザインプログラム

●地域の拠点を活用したリスキリング
ワークショップの実施

●既存施設のファブラボ・映像スタジオ・
コードフォー拠点化を通じた
「マイプロジェクト活動」拠点の構築

野々市市の課題
・若者の定住促進に向けた地域

への愛着心の向上
・小中高等学校と大学間での
連携の強化

社会面の相乗効果①
起業したい若者の増加・
起業しやすい環境の構築

経済面の相乗効果①
持続可能な地域づくりに参画
する意思を持つ市民の増加

教育、まちづくり

エネルギー、
気候変動、
自然との共存

環境面の相乗効果①
市民・企業の環境意識向上に

よるSDGs関連市場の拡大

環境面の相乗効果②
市民が参画している市民の増加

社会面の相乗効果②
市の環境に関する政策実装

経済面の相乗効果②
SDGs製品・サービスによる

市民の環境意識向上

環境

経済

社会経済成長と雇用、
起業、イノベーション、
パートナーシップ

データとデザインを活用して事業を推進

公共施設等における
チャレンジショップやフ
リーマーケットで扱わ
れるSDGs認定商品

マイプロジェクトを有
する若者による子ど
も若者議会の実施

市民向けウォーカブ
ルシティデザイン

ワークショップ

公共施設を活用した
企業・起業家主催の
市民・企業向け環境

ワークショップ

企業・起業家のSDGsビジネス立ち
上げ教材を活用したワークショップ社会起業家やSDGsの達成に

貢献する製品・サービス等が
集まるSDGsイベントの実施



●商品開発と情報発信強化
●宿泊施設の充実支援

環境

経済 社会

三側面をつなぐ統合的取組

課題：星空観光をつなぐ

自治体SDGsモデル事業名：ほし・ひと・エコ推進事業 提案者名：

取組内容の概要：

2023年度自治体SDGsモデル事業提案概要（提案様式３）

福井県大野市

星空保護区の認定取得で大きく価値が高まる「星空」の観光活用、”結”に表される人と人、人と地域のつながりを
更に強固にする取り組み、豊富な森林を生かして2050年のカーボンニュートラルの達成を目指す「脱炭素（エコ）」
の取り組み、これらの取り組みを強力に推進し、持続可能な地域を目指す。

課題：活動する人をつなぐ

課題：エコ（脱炭素）をつなぐ

1.星空観光の推進

２.グリーンモビリティによる観光推進

●JR越美北線の観光利用促進
●サイクルツーリズムの推進

1.大きな節目を生かした市民協働の誘発

●市制施行70周年記念（2024年度）
●金森長近公生誕500年（2024年度）

２．大学との協働・連携

１．市民や事業者の脱炭素行動の啓発

●脱炭素楽しみながら学べる普及啓発
●結のEco協賛店 ●フードドライブ

２．森林資源の循環利用

●越前おおのエコフィールド
●再造林・保育の支援
●子どもの木づかい促進

３．光害対策

●光害の普及啓発

1.観光を軸で稼ぐ新組織

2 .おおのＳＤＧsパートナー連絡協議会（仮称）

3.脱炭素ビジョン推進体制

未来へつなぐ「共創組織」構築事業

環境面の相乗効果

 環境保全意識向上によりグリー
ンモビリティの利用

 エネルギー代金の市外流出抑制
による事業活動の活性化

経済面の相乗効果
 星空の産業価値向上による

保存・保護意識の醸成
 グリーンモビリティの利用によ

るCO2削減

経済面の相乗効果

 地域資源への誇り・愛着が高
まることによる市民参画意識
の向上

社会面の相乗効果

 異分野・異業種の連携による
産業イノベーションの創出

環境面の相乗効果

 環境保全をテーマとした地域活
動・大学研究活動の活性化

社会面の相乗効果

 異分野・異業種の連携による
脱炭素活動の活発化

●星空観光・光害対策
●水循環の調査・教育プログラムの作成
●まちなかの賑わい創出・資源循環



● メディカル・デバイス・コリドー２．０の推進
研究開発支援 高度化・裾野拡大・海外展開

医療機器関連産業人材の育成

● 水素・燃料電池関連産業の基幹産業化の推進
参入企業支援窓口設置 マッチング支援

出前講座 産学官など共同研究

● スタートアップの県内集積と
オープンイノベーションの推進

支援拠点の整備 実証実験サポート事業

「テストベッドの聖地やまなし」プロモーション

● 少人数教育の推進
少人数学級の対象学年を順次拡大

アクティブクラスへの教員加配 モデル学級の創出

● 子どもの貧困対策の推進
生鮮食料品の貧困家庭への提供

中高生の居場所づくり 学習機会の提供

● 誰でも・いつでも・どこでも学べる環境づくり
スキルアップ・学習機会の創出

● 水素エネルギー社会実現に向けた実証研究の推進
やまなしP2Gモデルの更なる技術開発

県内外・国外への技術展開

● ４パーミル・イニシアチブの推進
実証ほ場での更なる技術開発 認証制度の運用

全国協議会研修会

自治体SDGsモデル事業名 ： 誰もが豊かさを実感できる「豊かさ共創基盤」構築プロジェクト 提案者名 ： 山梨県

取組内容の概要：企業の人材育成に対する支援や地域資源・既存産業を効果的に活用することで企業の安定した成長につなげ、これらで
得られる収益が、強靱な社会基盤の整備に投資される。強靱な社会基盤や最先端技術が絶えず生み出される環境を求
め、山梨を選ぶ人や企業が増え、雇用拡大・所得向上、更には「集合知」の形成につなげる。

2023年度自治体SDGsモデル事業提案概要（提案様式３）

課題…経済の活性化に向けた
新たな企業価値の創造

課題…地球環境を保全する脱炭素社会の実現

「キャリアアップ・ユニバーシティ」
<< 能力開発のプラットフォーム >>

・ 講座・研修を通じてスキルアップ・キャリアアップ
・ スキルアップ・収益アップ・賃金アップのスリーアップを推進

課題…一人ひとりの可能性を
引き出す学びの場の提供

社会面の相乗効果
・ 従業員スキルアップによるビジネスチャンスの増大
・ 優れた知識・技術を持つ人々の地元企業での技能発揮

経済面の相乗効果
・ 「豊かさ共創基盤」を求めた転入者が増加
・ 県歳入増により強靱な社会基盤整備が促進

環境面の相乗効果
山梨ならではの脱炭素社会実現に向けた取り
組みにより、先進的な技術を持つ企業が増加

環境面の相乗効果
・ 住みやすい環境を求めて移住者が増加
・ 県歳入増により強靱な社会基盤整備が促進

社会面の相乗効果
ＳＤＧｓ・脱炭素学習による理解向上により、省
エネ活動等が活発となり、「上質な空間」が創出

経済面の相乗効果
地域課題・脱炭素事業に取り組む企業・団体等
の拡大・事業実施による「上質な空間」の創出

環境

経済
社会

やまなしＳＤＧｓ推進企業
（登録制度の登録企業）

やまなしＳＤＧｓ推進プラッ
トフォーム（産官学広）

● 豊かさ共創の好循環構築事業 ●

講座開講講座開講

講座開講
学びにアクセス

学びにアクセス学びにアクセス

講師・技術提供

講師・技術提供

学びにアクセス 支 援

支
援

✔ 地域課題解決につながるイノベー
ションは、国内外の同様課題の参
考に！

✔ 「豊かさ共創基盤」により大きく前
進する脱炭素技術は国内外の脱
炭素化に貢献！

✔ モデル事業により構築される
「豊かさ共創基盤」を求め、
国内外から山梨に
「ヒト・モノ・コト」が集まる！



事業名： SDGsを体現する「ひょうごフィールドパビリオン」を核とした地域価値創造、交流人口
創出

プロジェクト ～ Our Field , Our SDGs ～
提案者名：兵庫県

取組概要：大阪・関西万博を契機に、兵庫全体をパビリオンに見立て、SDGsを体現する地域の活動現場への誘客を促進する
「ひょうご

フィールドパビリオン」を展開。交流人口創出による経済活性化、新たな価値創造の誘引による地域の好循環を創
出

2023年度自治体SDGsモデル事業提案概要（提案様式３）

❶地場産業のSDGs促進によるブランド
化・

オープンファクトリー実施のための環境
整備
❷多彩な地域遺産を巡るツアーの造成、
鳴

門の渦潮世界遺産登録に向けた取組促
進
❸但馬牛、山田錦のブランド化・供給力
向上

❶地域循環共生圏による自立・分散型社会の形成、次世代モビリティ・水素エネルギーの導入促
進
❷コウノトリ育む農法など環境創造型農業の拡大、耕畜連携の体制構築・取組促進
❸失われた自然環境の回復と創造（尼崎21世紀の森構想に基づく環境改善・都市再生、

六甲山の環境整備・体験型ツーリズムの実施、上山高原の保全・モデルツアーの造
成）
❹豊かで美しい瀬戸内海再生に向けた藻場 干潟の保全 ブル カ ボンの先進的活用

❶創造的復興の理念の国内外(ｳｸﾗｲﾅ･ﾄﾙｺ等)
への発信・防災ツーリズムの展開

❷ユニバーサルツーリズムの推進に向けた環境整
備
❸先端医療技術を実感する体験型コンテンツの造
成
❹スマートコミュニティの実現に向けたデジ
タル
技術の地域実装

❺兵庫の芸術文化を発信する多言語
ポータルサイトの開設

安全安心でこころ豊かに暮らせる地域づくり

環 境

経 済 社 会
相乗効果（社会→経済）

多彩で優良な人材の持続的供給

相乗効果（経済→社会）

雇用創出による人材の確保

挑戦を繰り返す地域産業の発信

相乗効果（環境→経済）

企業ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ向上､進出企業の増加

相乗効果（経済→環境）

SDGs推進による環境負荷の低減

経済と環境の好循環の実現

大阪･関西万博を端緒に世界へ発信
「ひょうごフィールドパビリオン」

◆県・市町・地域団体等の協働体制の構築
◆プログラムの発掘・ブラッシュアップ
◆広報・プロモーション
①トップセールスによる海外PR、現地旅行博への出展等
②万博会場や兵庫県立美術館での最新映像技術を用いた

情報発信・誘客促進
③フィールドパビリオンと連動したシンポジウム等の開催

<三側面をつなぐ統合的取組>

SDGsの
取組深化

経済活性化

交流
人口増

地域の自信
ｼﾋ゙ ｯｸﾌ゚ ﾗｲﾄ゙

人口定着

〔趣意〕兵庫では、歴史も風土も異なる個性豊かな五国において、地域の人々が主体的に課題解決に取り組み、未来を切り拓いてきた。
「震災からの創造的復興」「人と環境にやさしい循環型農業」「豊饒な大地や海に育まれた食材」「挑戦を繰り返してきた地場産業」「郷土の自然と

暮らしの中で受け継がれてきた芸術文化」。地域を豊かにする取組には、世界が持続可能な発展を遂げていくための多くのヒントが秘められている。
こうしたSDGsを体現する地域の活動を兵庫から世界へ発信する。「ひょうごフィールドパビリオン」という挑戦が始まる。

相乗効果（環境→社会）

住環境の改善、地域の魅力向上

相乗効果（社会→環境）

持続可能なライフスタイルの構築



松江流「水の都」NEXTプロジェクト

 「水の都」コンソーシアム
 SDGs推進ビジネスパッケージ
 松江流ESDプロジェクト
 「水の都」だんだんコミュニケーション

「水の都」の商業的
価値の創出

若者・UIターン等の
地元定着

観光消費額の増大 水域と生活の調和

保全活動の人材増加保全活動への資金還流

環境

経済 社会

自治体SDGsモデル事業名： 「水の都・MATSUE DREAMS」で達成する持続可能な経済・
社会・環境

提案者名：島根県松江市

取組内容の概要：松江を象徴するキーワード「水の都」をテーマに、宍道湖・中海・日本海をトライアルエリアに設定し、保全と活用による経
済循環の文化を醸成するとともに、水域の利活用に関するルールづくりや生物多様性を生かした脱炭素の取組などを通
じて、誇りと愛着を持ち暮らしていける次世代の「国際文化観光都市」を目指す。

2023年度自治体SDGsモデル事業提案概要（提案様式３）

●水の都の魅力活用事業
[ヘルスツーリズム、嫁ケ島桟橋整備・活用事業、水辺の
利活用促進事業]

●道の駅本庄リニューアル事業
●うみづくりプロジェクト
[アワビ種苗生産振興事業、循環型漁場再生事業、サルボ
ウガイ養殖支援事業、潜戸100周年カウントダウン事業]

【課題】「水の都」の商品価値の向上

●水の都のトリセツづくり
[水の都のトリセツづくり（市役所新庁舎利活用トライアル
サウンディング事業、宍道湖・大橋川編、中海編、日本
海編）]

●中海スポーツパーク整備・活用事業
●まつえ循環プロジェクト

【課題】水環境との共存ライフスタイル

●学びのブルーカーボン推進事業
[ブルーカーボン実証実験、ドローンで学ぶ島根半島
ブルーツアー、ブルーカーボン活用研究会の設立]

●ジオパークを活かした防災・減災教育プロ
グラム普及事業

●松江流ブルーアップサイクル事業
[宍道湖浄化と堆肥化実証実験、ブルーアップサイク
ル研究プロジェクト]

【課題】保全価値のアップサイクル

目的 （宍道湖）新たな親水サイクルの創出
（中 海）賑わい空洞化水域からの脱出
（日本海）「住んでよし、訪れてよし」の創出

目的 （宍道湖）観光地の水環境保全
（中 海）圏域共通課題の学びの深化
（日本海）海洋課題の改善

目的 （宍道湖）水辺観光コンテンツの質向上
（中 海）地域特産品の振興と新たな人の流れ

の創出
（日本海）個性ある産業基盤の創出



生態系の保全と持続可能な利活用の調和（自然と人間社会の共生）
●祖母・傾・大崩ユネスコエコパーク推進事業

住宅地のカーボンニュートラルによる再生と強靭化モデル
●PPAによる太陽光最大導入
●省エネ改修の徹底実施、地元林産材の活用
●CO２削減の見える化・エネマネ
●カーシェアリング、EV充電スタンド、シェアサイクルの整備
●住民や事業者の加速度的EV利用促進
●乗合タクシー・循環バスEV化

課題：都会との格差

課題：自然環境の保全、公共インフラの老朽化、
災害時の電源確保、公共交通網の再構築

●行動変容・行動誘発に寄与する
地域ポイント活用サービス事業

・健康に寄与する活動、ボランティア活動、SDGs
に貢献する行動、健康づくりに関する行動等に
対してポイントを付与しながら、行政の負担を
軽減しつつ、市民の力で社会をより良くする
ためのキャッシュレスプラットフォームを構築。

国立循環器病研究センターと連携した健康長寿の推進
●のべおか健康マイレージ事業
●「延岡方式」による介護予防事業

多様な学びの場の創出による「人間力」の育成
●はらはらわくわくふるさと体験隊
●社会人講師（よのなか先生）によるキャリア教育
●延岡こども未来創造機構による３つのプロジェクト

課題：健康寿命の延伸、子どもたちの
「人間力」の育成

社会面の相乗効果①
・ 「人間力」の高い人材の輩出

経済面の相乗効果①
・市から発信される情報に関する満足度の向上

環境面の相乗効果①
・エネルギーの地産地消による所得
流出の抑制、新事業・雇用の創出

環境面の相乗効果②
・地域レジリエンス・脱炭素化の同時

実現による都市ブランド力の強化
・QOLの向上

社会面の相乗効果②
・「人間力」の高い人材の輩出経済面の相乗効果②

・脱マイカー社会の推進

環境
（GX）

経済
（DX）

社会
（ひと）

自治体SDGsモデル事業名：DXとGXの両輪によるもっと豊かに、もっと元気に、もっと明るく、
もっと安全・安心に、働き、学び、暮らせるまちづくり ～「一人ひとりが主役」の時代をつく
る～

提案者名：宮崎県延岡市

取組内容の概要：DXの進展により働く場所や働き方、学び方、暮らし方、医療や福祉等様々な分野で「与えられるもの」から「自分で決め
られるもの」へと変わってきている中、DX・GXを両輪としたまちづくりに取り組み、市民の健康と、一人ひとりの個性や能力
を大切に育むことでさらなる市民力を醸成し、社会課題の解決と経済成長の両立を図る。

2023年度自治体SDGsモデル事業提案概要（提案様式３）

スマートシティ政策で都会との格差をなくす
●「デジタル団地」によりIT企業をさらに誘致
●自然豊かな所にワーケーション誘致
●スマート農林水産業・スマート製造業の推進
●AIや同時双方向遠隔事業策により「誰一人

取り残さない」延岡独自の学習を推進
●安心と温もりの市民参加型GISクラウドサー

ビス構築事業
●脱マイカー社会推進のためのオンデマンド

交通導入事業

ユネスコエコパーク認定(H29)
環境省「脱炭素先行地域」認定(R4)

政府のスマートシティ関連事業に選定(R3)
・内 閣 府「未来技術社会実装事業」
・国⼟交通省「スマートシティモデルプロジェクト」

デジタル田園都市国家構想推進交付金採択(R4)
・デジタル実装タイプ(TYPE1・2)

｢学校｣ ｢地域｣ ｢家庭｣と連携し、延岡ならではの
⼈間⼒を育む新たな担い⼿の存在として
「延岡こども未来創造機構」を設立(R4)



令和５年度選定「SDGｓ未来都市」に係る今後のスケジュール
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計画策定計画策定（素案の作成・修正）

⾃治体SDGｓ
推進関係省庁TF

令和５年度 令和６年度

取組の推進（1年
⽬）

令和５年度分の
進捗評価

取組に対する⽀援

SDGｓ補助⾦
・地⽅創⽣交付⾦

交付決定

取組の推進（2年⽬）

計画策定の⽀援

現地訪問⽀援
（モデル事業）

計画策定の⽀援

取組に対する⽀援

事業の普及展開

６⽉

計画策定の⽀援


